戀 YAMAHA 


ヴブウーファーシステム 

YST-FSW 150/ 
YST-FSW0 已〇 




YST-FSW050 


ご使用の前に必ずお読み下さい。 


このたびはヤマ八製品をお買い上げいたださまして、まことにあり 
びとラございます。 

■ 本機の優れた性能を十分に発揮させると共に、永年支障なくお 
使いいただくために、ご使用前にこの取扱説明書と保証書をよ 
くお読みください。お読みになったあとは、保証書と共に大切 
に保管し、必要に応じてご利用ください。 

■保証書は、「お買上げ曰、販売店名」などの記入を必ず確かめ、 
販売店からお受け取りください。 


取扱説明書 


保証書別添付 








まを上のご注意 

ご使用の前に、必ずこの r 安を上のごま意 J をよくお読みください。 


ここに示したミち意事項は、製品をち全に正しくご使用いただき、お客様や他のち々への盾喜や財産への損害を 
未然に防止するためのちのです。必ずお守りください。 


■ 記号表巧にごいて 


この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のよラな意味びあります。 


/!\/^ 

「ご注意ください」とい5注意喚起をおします。 

0®®®® 

「〜しないでください」という r 禁止」をおします。 

0® 

「必ず実行してください」といラ強制をおします。 


■ r 警告 J と r ミ主意 J について 


UTF 、 誤った取り扱いをすると生じることび想定される内容を、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、 
「警告」と「ま意」に区分して掲載しています。 


A 警告 


この表示の欄は、「死こする 
可能性または重傷を負5巧 
能' I 尘び想定される」内容でず。 


この表示の欄は、「傷害を負 
A ラ可能性または物的損害び 

/•\ ♦胃発生する可能性わ觸庙:される」 

内容でず。 


A 警告 


電源/電源コード 


〇 電源プラグは、見える位置で、手び届く節囲のコン 
セントに接続する。 

万一の場合、電源プラグを容易に引さ抜<ためです。 

化ず実巧 


下記の場合には、ずぐに電源を切り、電源プラグを 
コンセントから抜く。 

• 異常なにおいや音がずる。 ♦ 煙が出る。 

プラグち巧く •内部に水や異物が混入した。 

そのまま使用すると、火災や感電の原因になります。 


電源コードを傷つけない。 
f X j • 重いものを上に載せない。 

\ ^ 参ステープルで止めない。•加工をしない。 

禁止 • 熱器具には近づけない。 • 無理な力を加えない。 

芯線がむさ出しのまま使用すると、火がや感電の原因に 
なじます。 


〇 おず AC100V (日 0/60HZ) の電源電圧で使用ずる。 

それ政外の電源電圧で使用すると、火がや感電の原因に 
なります。 

かず実巧 


せお禁止 

巧巧禁止 

分お-改造は厳禁。キャビネットは絶対に開けない。 

火がや感電の原因になります。 

修理および調整は販売店にご依頼ください。 

設置 

控) 

水めれ篇止 

本機を下記の場所には設置しない。 

• お室*台所*海岸*水辺 
• 加湿器を過度にきかせた部屋 
•雨や雪、水がかかるところ 

水の混入により、火がや感電の原因になります。 


0 放熱のため、本機を設置ずる際には： 

• 巧やテーブルク□スをかけない。 

•仰向けには設置しない。 

禁止 ♦ 通気性の悪い狭いところへは巧し込まない。 

本機の内部に熱びこちり、火がの原因になります。 
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〇 スピーカーケーブルは必ず壁などに固定ずる。 

ケースレに足や手を引っかけるとスピーカーが落下や 
転倒し、故障やけがの原因となります。 

化ず実巧 


ポート(開口部)に異物を入れたり、落としたりしな 

(\)い 

\ ツ 火がや感電の原因になります。 

禁止 


巧用上のを意 


接軸禁止 


雷が鳴りはじめた5、電源プラグには軸れない。 

感電の原因になります。 


Q 本機の上には、花瓶-植木鉢•コップ-化粧品- 
葉品-□ウソクなどを置かない。 

水や異物び中に入ると、火がや感電の原因になります。 
サブウーファーの振動によ0、物び落下してけびの原因 
になります。 

接触面び経年蜜化を起こし、本機の外装を損傷する原因 
にな0ます。 


〇 本機を落としたり、本機が破損した場合には、必ず 
販売店に点検や修理を依頼ずる。 

そのまま使巧すると、火がや感電の原因にな0ます。 

化ずま巧 


手入れ 


〇 電源プラグのゴミやほこりは、定期のに取り除く。 

ほこりがたまったまま使用を続けると、プラグがショー 
卜して火がや感電の原因になります。 

化ず実行 


A ミ主意 


電源/電源コード 


長期間使用しないとをは、必ず電源プラグをコンセ 
ントから巧く。 

火がや感電の原因にな0ます。 

プラグを巧< 


戀 

水め打禁止 


めれた手で電源プラグを巧き差ししない。 

感電の原因になります。 


0 電源プラグを巧くときは、電源コードをひっぱ6 
ない。 

コードび傷つさ、火がや感電の原因になります。 


〇 電源プラグは、コンセントの根元まで、確実に差し 
込む。 

差し込みが不十分のまま使用すると感電した0、プラグ 
ぶ i ずま行 にほこりび堆積して発熱や火災の原因になります。 


直射日光のあたる場所や、温度が異常に高くなる 
fX 1場巧(暖房機のそばなど)には設置しない。 

\ y が装の蜜あや、内部回路への悪霖響びをじて、火がの 
原因になります。 


ほこりや湿気のをい場巧に設置しない。 

( V I ほこりの堆積によりショートして、火がや感電の原因に 
V y なります。 


0 スピーカーの底面積より狭い場所や傾斜のある場所 
には設置しない。 

スピーカーが落下や転倒して、けびの原因にな0ます。 


/\ 接続ずる場合は、アンプの電源を切る。接続ちまは、 

/|\ それぞれの機器の取扱説明書に従ラ。 

ミ主意 


移動 


電源プラグを差し込んだとき、ゆるみがあるコンセ 
( X 1 VH ま使用しなし、。 

\ >/感電や発熱および火災の原因になります。 


設置 


Q 不を定な場所や振動ずる場所には設置しない。 

本機が落下や転倒して、けびの原因になります。 


移動ずるとをは、本機および接続機器の電源スイッ 
nL - チを切り、ずべての接続コードをがず。 

接続機器び落下や転倒して、けびの原因になります。 
フラグを巧く コードび傷つさ、火がや感電の原因にな0ます。 


0 持ち運ぶとさは、ポート(前面開口部)、前面のネッ 
卜に手をかけない。 

ポートび外れたり、ネットび破れたり、本機を落とした 
»1卜 りして、けがの原因になります。 
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ほ用上のを意 

〇 

化ず実行 

電源を入れる前や、再生を始める前に、音量(ボ 
リューム)を最小にずる。 

突然大きな音び出て、聴覚障害の原因になります。 

S) 

音が歪んだげ態で長時間使用しない。 

スピーカーび発熱し、火がの原因になります。 


環境温度が急激に変化したとさ、本機に結露が究生 
ずることがありまず。 

正常に動作しないとさは、電源を入れない状態でしばら 
く放置して < ださい。 

〇 

ポート(前面開口部)に手を入れない。 

感電やけがの原因にな0ます。 

§) 

サブウーファーのすぐ前に、割れやずい物を置かない。 

サブウーファーからの空気圧により、物び落下や転倒し 
て、けびの原因にな0ます。 

S) 

本機に乗ったり、寄りかかったりしない。 

落下や転倒したり、破損した0して、けびの原因にな0 
ます。 

お手入れのしかた 

キャビネットを美しくなつため、柔らかい巧で乾 
拭をするよラにしてください。 


手入れ 


〇 手入れをずるとさには、必ず電源プラグを巧く。 

感電の原因になります。 

近ず実行 


薬物厳禁 

(Nw ) ベンジン.シンナ ー• 合成ミ先剤等でが装をふかない。 
V また接点復活剤を使用しない。 

禁止 が装が傷んだり、部品び溶解することびあります。 


A 年に一度く 6いは内部の掃除を販売店に依頼ずる。 

ほこりがたまったまま使用を続けると、火がや故障の 
原因になります。 

注意 


圏 

I 音の王；ケット I 


音楽を楽しむエチケット 


楽しい音楽も時と場所によっては 
大変気になるちのです。隣近所へ 
の配慮を十分にしましょラ。静か 
な夜間にはルさな音でちよ < 通 
り、特にな音は床や壁などを伝わりやすく、思 
わめところに迷惑をかけてしまいます。適当な 
音量をむびけ、窓を閉めたり、ヘッドホンをご 
使用になるのち一つの方法です。音楽はみんな 


で楽しむちの、お互いにむを配り快適な生ミ舌環 
境を守りましよラ。 


目な 

はじめに . 已 

サブウーファーの設置 . 已 

接続のしかた . 6 

サブウーファーの使い方 . 8 

Advanced Yamaha Active Servo Technology II.9 

故障かなと思ったら . 10 

i±m . 11 
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はじめに 


特長 


• 豊かな重低音を再生ずる、アドバンスド- 

ヤマ八'アクティブ'サーボ'テクノ □ジ ー II 搭載 

• 置を場所を選ばない薄型でコンパクトな 
デヴィン 


付属品 


付属品を確認してください。 


サブウーファー用ピンケーブル（己 m ) 縦置さ用パツド x 4 



システム接続ケープル（己 m) X ] 



縦置をスタンド X ] 
( YST - FSW 1 己0のみ） 



ネジセット X ] 

CM 4、] 6 mm x 2) 
( YST - FSW ] 已〇のみ） 

が 


サブウーファーの設置 


下図は本機の設置例です。 

例 1 :ヤマ A デジタルサウンドプ□ジェクターと使用ずる 


ヤマ八デジタルサウンドプ□ジ I クター 



例 2 :マルチチヤンネル スピーカー システムの 一つと して 
使用ずる 



-他の製品と本機を重ね積みしないでください。振動に 
より他の製品に支障をさたず場をびあります。 

-本機の前面、背面、裏面（レッグ（脚）部のある面） 
に十分な通気スぺースを確保してください。また、厚 
いじゅラたんなどの上に設置しないでください。 


ぶ '-ヒント 

本機は、縦置をすることもできます。 

縦置をする場をは、下図のよラに縱置走スタンドを付属 
のネジで取り付けてか5 ( YST - FSW ] 已日のみ)、縦置 
を用パッドを貼ります。 


YST-FSW 1 已〇 YST-FSVVO 已〇 



ぶ'-ヒント 

本機をテレビラックなどの中に設置ずることわできます。 


U ま意 I 

本機の振動により、そばに置いた機器び共振したり異音 
び聞こえたりする場合は、レッグ（脚）の底面に縦置を 
用パッドを貼って使用してください。 

本機裏面 



縦置き用 
パッド 


已 


























































接続のしかた 


正しい接続のために 

参接続は、接続する全ての機器の電源コードを、コンセントか5外したうえで行ってください。 

• 接続する機器（アンプ、レシーバー、テレビなど）によっては接続方法や端子名び異なることびありますので、 
それぞれの機器の取扱説明書ちあわせてご覧ください。 

• 接続び終わったら、正しく配線されているか、ち5—度お確かめください。 


付属のサブウーファー用ピンケーブルを使用して、本機背面の INPUT 端子を AV アンプまたはテレビのヴ 
ブウーファー出力端子に接続します。 

アンプまたはテレビにサフウーファー出力端子びない場合は、それに代わるライン出力端子に接続します。 


AV アンプ（例) 


薄型テレビ背面（例) 



巨 















































































































































システム接続 

本機にはシステム接続端テが備わっています。 
付属のシステムケーブルで本機とシステム接続 
端子があるヤマ八製機器を接続すると、接続し 
た機器の電源スイッチにより、本機の電源モー 
ド （ ON 、 OFF / SYSTEM ) を切り替えること 
ができます。この際、本機の POWER スイッチ 
は OFF / SYSTEM の位置でご使用ください。 


峰意」 

. 本機の POWER スイツチび ON の場合、システム 
接続を行っていてを電源モードは連動しません。本 
機の電源モードは常に ON の状態となります。 

-システム接続をしてち本機から低音び出力されなし、 
場合は、接続した機器の設定を変更する必要びあ0 
まず。詳しくは接続した機器の取扱説明書を参照し 
て < ださい。 


ヤマハデジタルサウンドプ□ジェクター（例） 



YST - FSWO 已〇背面 


電源コードの接続 


電源コードの接続は、本機とその他の機器の接続 
が全て完了してからおこなってください。 

電源コードは AC 1 00 V の家庭田の AC コンセン 
卜に接続してください。 

YST - FSW 150 背面 



A 巳コンセントへ 

YST - FSWO 已〇背面 



AC コンセントへ 
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サブウーファーの使い方 


YST - FSW 1 日0前面 



①パワーインジケーター 

POWER スイッチを ON にすると緑色に点好 
します。システム接続をしているとさは、接 
続した機器のパワースイッチを入れることで、 
点口します 0 

@ POWER スイッチ 

POWER スイッチを ON にすると、電源び入 
0ます。 

POWER スイッチを押して OFF / SYSTEM に 

すると、電源び切れます。または、システム 
接続した場合も OFF / SYSTEM の位置で使用 
します （7 ページ参照)。 

③ VOLUME ッマミ 

本機の音量を調節するツマ5です。 

ちに回すと大をくなり、左に回すと小さくな 
ります。 

④ システム接続端子 

システム接続をするとをに使います。詳しくは 
システム接続 （7 ページ）をご覧ください。 


⑥ INPUT 端子 

接続する機器（アンプ、レシーバー、テレビなど) 
のサブウーファー出力端子またはライン出力 
端子 （ PREOUT など）からの信号を入力す 
る端子です。 


音量バランスの調壁 


効果的なほ音域再生をするためには、組み合わせ 

るスピーカー(フロント）と本機の音び自然につ 

なびるよラに音量バランスを調整する必要びあり 

ます。 

1 . 本機の VOLUME ツマミを （0) の位置にします。 

2. アンプおよび各機器の電源を入れます。 

3 . 本機の POWER スイッチを押して電源を入れま 
す。システム接続をしているとさは、接続した 
機器の電源スイッチを入れてください。 

4 . •(氏音を含んでいるソースを再生します。 

5 . フロントスピーカーの音量をアンプで調節しま 
す。通常お聴をになる音量にします。（トーン 
コント□-ルなどは、一旦フラットにしてくだ 
さい。） 

6. 本機の VOLUME ツマ5をち側へ回しなびら音 
量（ボリューム）を徐々に上げていを、フロン 
トスピーカーとの音量バランスをとります。本 
機びないとさよりち若干ほ音び聴こえるくらい 
にします。 


:かヒント 

マルチチヤンネルのホームシアターシステムでは、本機 
の VOLUME ツマ5を中程度のレベルに設定ずるとい 
いでしよラ。 

VOLUME 
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アドパンスド ヤマ A アクティブ ヴーボ テクノロジー 

Advanced Yamaha Active Servo Technology II 


1988年、ヤマ八は独自の YST (Yamaha 
Active Servo Technology ) 方式により良質でパ 
ワフルなほ音域の再生を可能にするスピーカーシ 
ステムを世に送り出しました。このち式はアンプ 
とスピーカーを電気的に接続することでアンプの 
動作を正確にスピーカーに伝え、かつスピーカー 
の動作をコント□ールでをます。 

この技術は、アンプの負性駆動によりコントロー 
ルされたスピーカーユニット、そしてスピーカー 
キャビネットの容積とポートとの間で起こる空気 
共振を利用したちので、通常のバスレフ方式の 
スピーカーユニットよりを大さな共振エネルギー 
(ェアウーファー)を生じさせるため、従来ルさな 


キャビネットでは再生でをなかったよラなほ音び 
再生可能になりました。 

巾マ八び新たに開発した Advanced YST n は、 
従来の YST に数々の改良を加え、アンプとス 
ピーカーの駆動をより理想的にコント□ールする 
ちのです。アンプ側から見たスピーカーのイン 
ピーダンスは、周波数に応じて複雑に変動します。 
そこで、スピーカーユニットの共振点に合わせ、 
従来の負性駆動と併せて定電流駆動を適用する新 
設計回路を開発しました。この回路の採巧により、 
従来の Advanced YST にくらべ動作びよりま定 
し、獨 D のないク U アなほ音再生び可能にな D ま 
した。 



(振動板か5ちに聴こえる音圧として放射） 
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故障かなと思った 6 


下の表にしたびってちラー度確かめてみてください。そのラえで正常に動作しない、あるいは下記しツ外の 
異常び認められる場合は、サブウーファーの POWER スイッチを切り電源プラグをコンセントから抜いた 
あと、お買い上げ店または最畜 D のヤマノ V 電気音響製品サービス拠点へお問い合わせの上、サービスをご 
依頼ください。 


どんな状態でずか 

ここをチェックしてください 

こ 5 ずれば 0 K です 

POWER スイツチを巧しても本機の 
電源が入5ない。 

電源プラグの接続び不完全。 

POWER スイッチを切ってから、電 
源プラグをコンセントにしっかり差 
し込んでください。 

ほ音が出ない。または小さい。 

ほ音ぼびかないソースを巧生してい 
る。 

低音域び入っているソースを再生し 
て < ださし、。 


定在波の影響を受けている。 

本機の設置位置を変えてみてくださ 
い。 


サブウーファー用ピンケーブルの接 
続び悪い。 

サブウーファー用ピンケーブルを 
しっかり接続して< ださし、。 

音が出ない。 

接続び正しくされていない。または 
接続び不完全。 

接続を確認してください。 


本機のボリュームび最ル（日）になつ 
ている。 

ボ U ュームをちに回して音量を上げ 
て < ださい。 


再生機器か5の入力信号びルさすぎ 
る。 

再生機器の音量を上げて < ださし、。 


再生機器のサブウーファー出力端子 
から信号び出ていなし、。 

再生機器のスピーカーモードの設定 
を確認してください。 
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仕様 


型式 . 

..アドバンスドヤマ八アクティブ 

スピーカーユニット . 

ヴーボテクノ□ジーII方式 

..... 16 cm コーンタイプ、防磁型 

アンプ出力 

YST_FSW] 已〇 ..… ...... 

...7 已 W (已0、 ] 日％ T.H.D.) 

YST-FSWO 已〇..… ...... 

...日日 W (已 D、] 日％ T.H.D.) 

ダイナミックパワー 

YST-FSW] 已0.. . 

..... 130 W、 已〇 

YST-FSWO 巳0 . 

. 100 W、 巳0 

入カインピーダンス . 

. 12 kO 

再生周液数帯域 

YST-FSW1 已〇 . 

. 30 Hz 〜160 Hz 

YST-FSW 日己0 . 

. 3已 Hz - 160 Hz 

入力感度 

YST-FSW 1己0 . 

.100 mV (已日 Hz、 7巳 W/ 已 D) 

YST-FSWO 己0 . 

....50 mV (已日 Hz、 已日 W/ 已 D) 

胃源 . 

.AC 100 V. 巳日/日日 Hz 

消費電力 

YST-FSW 1己0 . 

...45 W 

YST-FSWO 己0 . 

...25 W 

寸法（幅X高さX奥行を） 

YST-FSW 1己0 . 

.43 巳 X ] 己] X 3 已日 mm 

YST-FSWO 己0 . 

.3 已曰 X ] 白 3 X 3已〇 mm 

質量 

YST-FSW 150 . 

.9.4 kg 

YST-FSWO 已〇 . 

.. 8.日 k 旨 


仕様およびか観は改良のため予告な<変更するこ 
とびあ0ます。 


周波数特性図 

YST - FSW 1 已〇 



20 50 100 200 500 Hz 

周波数特性イメージ* 

YST - FSWO 已〇 



20 50 100 200 500 Hz 

周波数特性ィ>< ージ '* 


実際の周波特性を厳密に表したちのではありま 
せん。 











































































ヤ 7 八ホットラインサービスネットワーク 

ヤマノ Vホットラインサービスネットワークは、本機を末おく、安/むしてご愛用いただくためのものです。 
サービスのご依頼、お問い含わせは、お買い上げ店、またはお近くのサービス拠点にご連絡ください。 


ヤマ AAV 敦品の機能や取り巧いに関するお巧い合わせ 

■ ヤマ八オーディオ&ビジュアルホームページ 

お客様から寄せられるよくあるご質問をまとめておりますので、ご参考 
にしてください。 

http://www.yamaha.co.jp/audio/ 

■ AV お客様ご相談センター 

(を国共通） SS 0570-01-1808 

全国どこからでを市内通話料金でご利用いただけまず。 

携帯電話、 PHS、IP 電話からは下記番号におかけください。 

TEL (0 已 3) 4巨 0-340 目 

FAX (0 己 3) 460-34 已9 
干430 -86 已〇静岡県お松市中区中ミ尺お1 0-1 

受付日：月〜±曜日（祝日およびセンターの休業日を隙く） 

受付時間：10:00〜1 2:00. 13:00〜18:00 


ヤマ AAV 製品の修理、サービスパーツに関するお巧いをわせ 

■ ヤマ八電気音響製品修理受付センター 
(を国なほ） 因‘ 〇已 70-01-2808 

ナヒ？イ袖 t 

全国どこからでも巿内通話料金でご和用いただけます。 

携帯電話、 PHS、IP 電話か b は下記番号におかけください。 

TEL (053)460-4830 

FAX (0 已 3) 463-1 127 

受付曰：月〜±曜日（祝曰およびセンターの休業日を隙く） 

受付時間：月〜金曜日日:日〇〜 1 日:日日 ± 曜日目:日日〜17:30 

修理お持ち込み•巧口 

受付曰：月〜金曜曰（祝曰および鱗社の化業曰を除く） 

受巧時間：目;00〜17:4己 

化 ミ 毎道 干 064 -8 已43札幌市中巧区南10条西 1T 目 1- 已〇 
ヤマノ Vセンター 内 
FAX (011)512-6109 

首都圏〒 1 43-0006 東京都大田区平和島 2T 目1 - 1 
京おトラックターミナル巧] 4号棟 A- 已 F 
FAX (日 3) 己 762-2] 吕己 

お松 干 43己-00 ] 日浜お市東区和田 町 20日 
ヤマ八(株)和田工場内 
FAX (0 已 3)462 -曰244 

をち屋 干4日 4-0 日58名ち屋市中川区玉川町2了目 1-2 
ャマ八(株)名ち屋倉庫 3F 
FAX (曰已 2)6 已 2-0043 

大阪 〒己目 4-00 己2吹田市広芝 田： n 0-28 
才ーク江坂ビルディング 2F 
FAX (06)633 日-巳己3巳 

九州 干81 2-8 已日8福岡市博多区博を駅前2了目11 -4 
FAX の 92)472-2] 37 


* 名!称、住所、電話番号、 URL などは変更になる場合びあります。 


♦ 保証期間 

お買い上げ曰か51年間です。 

♦ 保証期間中の修理 

保証書の記載内容に基づいて修理させていたださます。詳しくは保証 
書をご覧ください。 

♦ な証期間が過ぎているとき 

修理によって製品の機能び維持でさる場台にはご要望により有料にて 
修理いたします。 

• 修理料金の仕組み 

技術料 故障した製品を正常に修復するための料金です。 

技術者の人件費、技術教育費、測定磯器等設備費、 

一般管理費等び含まれています。 

部品代 修理に使用した部品巧金です。その他修理に付帯ずる 

部材等を含む場昔おあります。 

出張料 製品のある場所へ技術苦を派遣する場をの費用です。 

別途、駐車料金をいただ < 場をびあります。 

• 補修用性能部品の最低保有期間 

補修用性能部品の最な保有期間は、製造打ち切り後8年です。補修用 
性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

• 製品の状態は詳しく 

サービスをご依頼されるとをは製品の状態をできるだけ詳し <お知らせ 
ください。また製品の品番、製造番号などちあわせてお知らせください。 
《品香、製造香号は聲品の背面もしくは底面に表示してちります。 

• スピーカーの 修理 

スピーカーの修理巧能範囲はスピーカーユニットなど振動系と電気部 
品です。尚、修理はスピーカーユニット交換となりますので、エージン 
グの差による音色の違いび出る場昔びあります。 

• 摩耗部品の交換について 

本磯には使用年月ととわに性能び劣化ずる摩耗部品(下記養照)び使 
用されています。摩耗部品の劣化の進行度合は使用環境や使巧時間 
等によって大をく異なりまず。 

本機を末永 < 安定してご愛巧いただくためには、定期的に摩耗部品を 
交換されることをおずずめします。 

摩耗部品の交換はおずお買い上げ店、またはヤマ；^電気音響製品修 
理受付センターへご相談ください。 



摩耗部品の一例 

ボリュームコントロール、スイッチ • 1」レー類、接続端モ、ランスベルト、 

ピンチ □ーラー、 職気ヘッド、光ヘッド、 モーター 類など 


《このページは、安全にご使用いただくために A V 製お全般について記載して 
お D ます。 

ホ年ご巧用の賀品の点巧を！ 


こんな症伏はありませんか？ 

1 J ♦電源コード’プラグび異常に熱い。 

X ；rr • ]ゲくさい臭いびする。 

、 y • 電源]-ドに深しホズか蜜形びある。 

愛情点検 • 製品に觸れるとピI」ピI」と電気を感じる。 

♦ 電源を入れても正常に作動しない。 

参その他の異常•故障びある。 



ずぐに使用を中止してください。 


事故防止のため電源フラグをコンセントから抜き、 

必ず販売店に点検をご依頼ください。 

なお、点検•修理に要する費用は販売店にご相談ください。 
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